
研究主題   カウンセリングを生かし，学び合う集団を育てる生徒指導 
―構成的グループ・エンカウンターを通して― 

                               金沢市立扇台小学校 山下 優子 

１，主題設定の理由 
 平成 10 年に改訂された学習指導要領，特別活動で
は，いじめ，不登校などの問題の遠因として，家庭や

地域社会などにおける子どもの人間関係の希薄化に伴

い対人関係のあり方が未熟になってきていることをあ

げ，解消のために様々な人間関係の体験が必要とある。 
なかでも，子どもたちの豊かな人格を形成していく

ために，生徒指導のいっそうの充実と，そのための基

盤としての学級が教師と子ども，そして子ども同士の

良好な人間関係のもと，温かい雰囲気で子どもたちが

安心して自分の力を発揮できるような場であることが

求められている。 
その生徒指導の機能を実現させる具体策の一つが，

「育てる」カウンセリングの多様なアプローチである

(諸富 2001)ことから，学級を教育力のある集団=学び
合う集団として育てるために育てるカウンセリングを

取り入れることは有効と考える。 
構成的グループ・エンカウンターは育てるカウンセ

リングの一つである。集団学習体験を通して，行動変

容と人間的な自己成長をねらいとしている。この考え

や手法を学級経営に生かすことで学び合う集団を育て

られると考えこの主題と副題を設定した。 
Ⅱ 研究の目的 
 学び合う集団の育成のために，学級経営の中に構成

的グループ・エンカウンターを取り入れるにあたり，

学級集団のアセスメントの方法とそれに応じたエクサ

サイズの選択と展開について探る。 
Ⅲ 研究の方法 
１．構成的グループ・エンカウンターについて文献等

から学び，教育に生かす意義についてまとめる。 
２．的確な児童理解の方法を探る。 
３．構成的グループ・エンカウンターの授業実践を通

してエクササイズの選択と展開について考察する。 
Ⅳ 研究内容 
１．エンカウンターを教育に生かす意義 
・ふれあい体験を通して自分に自信を持たせる。 
・快楽原則を満たすには，ルールに従わねばならないこと

を体験を通して学ばせる。① 
 小学校において学級担任がSGEを学級経営に取り
入れることで，学級すべての子どもたちに対して，そ

の状態に応じたエクササイズを継続的に実施するこ

とができ，子どもたちが互いを尊重し，自分らしくの

びのびと過ごせる学級集団を築くことができるとい

える。 
２．児童理解の方法 
・学級づくりステップ１，２，３ 

・楽しい学校生活を送るためのアンケート（Ｑ-Ｕ）① 
・自分の行動を振り返るアンケート（ソーシャルスキ

ル尺度）② 
３．実践研究 
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・学級集団の的確なアセスメント 
・構成的グループ・エンカウンターの活用 
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